
【本庁】

評価者１ 評価者２ 総括評価者

― ― 部局長

次長、副局長 ― 部局長

　○部内局の場合 【指定】部内局長 ― 部局長

課長 次長 部局長

　○部内局の場合 課長 【指定】部内局長 部局長

【指定】課長 ― 次長

　○部内局の場合 【指定】課長 ― 部内局長

課長補佐（総括）※ ― 課長、所属内課長級職員

課長補佐 ※課長補佐（総括） 課長、所属内課長級職員

主事・技師級、一般専門職 係長 課長補佐 課長、所属内課長級職員

現業職長 課長補佐 ― 課長、所属内課長級職員

現業技術員 【指定】現業職長 課長補佐 課長、所属内課長級職員

※課長補佐（総括）は課全体の業務の総括を行う立場の課長補佐のことをいう。

【総合事務所】

評価者１ 評価者２ 総括評価者

局長 ― ― 総合事務所長

副局長 局長 ― 総合事務所長

課長 副局長 ― 局長

課長補佐（総括）※ 【指定】課長 ― 局長

課長補佐 課長補佐（総括）※ ― 課長

係長 課長補佐 課長補佐（総括）※ 課長

主事・技師級、一般専門職 係長 課長補佐 課長

現業職長 課長補佐 ― 課長、所属内課長級職員

現業技術員 【指定】現業職長 課長補佐 課長、所属内課長級職員

※課長補佐（総括）は課全体の業務の総括を行う立場の課長補佐のことをいう。

【地方機関】

評価者１ 評価者２ 総括評価者

地方機関の長 ― ― 部局長

課長級 ― ― 地方機関の長

課長補佐級 課長級職員 ― 地方機関の長

係長級 課長補佐級職員 課長級職員 地方機関の長

主事・技師級、一般専門職 係長級職員 課長補佐級職員 地方機関の長、課長級職員

現業職長 課長補佐級職員 ― 課長、所属内課長級職員

現業技術員 【指定】現業職長 課長補佐級職員 課長、所属内課長級職員

評価者の標準例

被評価者

被評価者

被評価者

次長、副局長、部内局長

課長補佐（総括）※

係長

課長、室長（課内室長を除く）

課内室長、参事

課長補佐
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 資料２  

評価項目と各評価区分のウェイト 

 管理職 

(ﾗｲﾝ職) 

管理職 

(特命職) 

課長補佐

級 
係長級 

主事・技師級

一般専門職 
現業 

行動評価 ３０％ ５０％ ６０％ ７０％ ７０％ ７０％ 

  基本的な姿勢 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

対話・調整・協調 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

業務（組織）マネジメント 

－ 

(ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ評

価で評価) 

○ ○ ○ ○ ○ 

企画立案・業務の遂行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

人材育成 

人材マネジメント 

－ 

(ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ評

価で評価) 

○ ○ ○ － － 

 

イクボス・ファミボス度 

－ 

(ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ評

価で評価) 

○ － － － － 

マネジメント評価 ※管理職のみ ３０％ － － － － － 

管理職 

（ﾗｲﾝ） 

業務（組織）マネジメント ○ － － － － － 

人材育成 

人材マネジメント 
○ － － － － － 

  イクボス・ファミボス度 ○ － － － － － 

実績評価 ４０％ ５０％ ４０％ ３０％ ３０％ ３０％ 

 管理職 業務の成果 ○ ○ － － － － 

 補佐級

以下 

業務の成果 － － ○ ○ ○ ○ 

 創意工夫・業務改善の成果 － － ○ ○ ○ ○ 

評価項目数 ７ ７ ７ ７ ６ ６ 

 



基礎づくり期 基礎能力定着期 能力活用期

業務（組織）マネ
ジメント

○目標の設定
○業務の計画策定
○計画的な業務遂行・業務の進行管理
○仕事の重点・優先順位付け
○業務の振返り・点検
○リスクの把握（土木職、電気・機械技師・農業土
木職・建築技師のみ）

○目標の設定
○年間・複数年の計画策定
○計画的な業務遂行・業務の進行管理
○仕事の重点・優先順位付け
○業務の振返り・点検・改善、見直し
○リスクの把握・対応（土木職、電気・機械技師・
農業土木職・建築技師のみ）

○目標の設定
○年間・複数年の計画策定
○計画的な業務遂行・業務の進行管理
○仕事の重点・優先順位付け
○業務の振返り・点検・改善、見直し
○リスクの把握・対応（土木職、電気・機械技師・
農業土木職・建築技師のみ）

○係（担当）の目標設定
○係（担当）業務の計画策定と進捗管理
○部下の進捗状況に応じた支援、指示
○係（担当）業務の重点・優先順付け
○PDCAサイクルの実践による係（担当）業務の
改善・見直し
○リスクの把握・対応・指示（土木職、電気・機械
技師・農業土木職・建築技師のみ）

○所管業務の目標の設定
○所管業務の計画策定と進捗管理
○部下の進捗状況に応じた支援、指示
○課長代行として処理方針の明確な指示・命令
○所管業務の重点・優先順付け
○PDCAサイクルの実践による所管業務の改善・
見直し
○リスクの把握・対応・連携（土木職のみ）
○リスクの把握・対応・命令（電気・機械技師・農
業土木職・建築技師のみ）
＜総括補佐のみ＞
○各係（担当）の重要課題の把握と解決に向け
た指揮
○係（担当）の目標設定への助言・指導

○広い視点に立った組織目標の設定
○組織目標の達成に向けた進捗管理・指揮
○施策・事業、業務過程、組織体制の見直し
○所属全体の業務の効率化
○PDCAサイクルの実践
○リスクマネジメント（土木職、電気・機械技師・農
業土木職・建築技師のみ）

○目標の設定
○計画的な業務遂行・業務の進行管理
○仕事の重点・優先順位付け
○業務の振返り・点検

企画立案・業務
の遂行

○上司の指示等の理解
○基礎的な業務処理
○正確かつ迅速な業務遂行
○自らの考えをまとめた資料づくり
○適時・適切な報告・連絡・相談
○業務の知識・技能の習得・活用
○根拠法令等の理解
○自己の能力・専門性の向上

○課題・目的・目標・指示の理解
○論理的な考察
○基礎的な業務処理
○正確かつ迅速な業務遂行
○わかりやすい資料づくり
○適時・適切な報告・連絡・相談
○業務の知識・技能の習得・活用
○根拠法令等の理解、活用
○自己の能力・専門性の向上

○課題・目的・目標・指示の理解
○論理的な考察
○新規施策、制度見直し提案
○基礎的な業務処理
○正確かつ迅速な業務遂行
○わかりやすい資料づくり
○適時・適切な報告・連絡・相談
○業務の知識・技能の習得・活用
○根拠法令等の理解、活用
○自己の能力・専門性の向上
○共同研究の実践（衛生獣医職、総合化学・薬
剤師・臨床検査技師のみ）
○ 栽培技術審査・ 農業者指導（農業職・畜産職・
文化財主事・農業土木職・農林獣医職・林業職・
水産職・衛生獣医職のみ）

○係（担当）業務の課題認識
○所属全体の視点からの物事の分析、検討
○課題解決策の企画
○上司等と連携した具体的な施策の企画・立案
○重要資料の作成
○正確かつ迅速な業務遂行
○わかりやすい資料づくり
○適時・適切な報告・連絡・相談
○係（担当）業務の知識・技能の活用
○根拠法令等の理解、活用
○自己の能力・専門性の向上
○農業者等の経営改善等の支援（農業職・畜産
職のみ）
○共同研究の実践（農業職・畜産職・文化財主
事・農林獣医職・林業職・水産職・衛生獣医職・総
合化学・薬剤師・臨床検査技師のみ）
○技術審査・指導（農業土木職のみ）
○保存活用計画策定等、持続可能な保存活用策
の支援（文化財主事のみ）
○家畜所有者等の飼養衛生管理に関する支援等
（農林獣医職のみ）
○地域、林業、木材事業者の連携強化等の支援
（林業職のみ）
○漁業者等の経営改善等の支援（水産職のみ）
○技術の標準化等の支援（衛生獣医職のみ）

○所管業務の課題認識
○部局全体の視点からの物事の分析、検討
○課題解決策の企画
○効果的な施策の企画・立案
○外部等への緊急・重要資料の作成
○わかりやすい資料づくり
○適時・適切な報告・連絡・相談
○所管業務の幅広い知識・技能の習得・活用
○根拠法令等の理解、活用
○自己の能力・専門性の向上
○農業者等の総合的な支援（農業職・畜産職の
み）
○所有者等の総合的な支援（文化財主事のみ）
○林業事業体の総合的な支援（林業職のみ）
○就業者等の総合的な支援（水産職のみ）

○県政全般の広い視点での重要施策等の企画・
立案
○所管業務・組織上の課題の認識
○県政全般の広い視点で論理的な分析・検討
○時宜に即した正しい判断
○臨機応変・迅速な意思決定
○重要課題の解決、方針等の幹部への的確な
説明・協議
○上司への判断の提示と必要に応じた適切な相
談
○幅広い視野、高度な知見等の活用
○自己の能力・専門性の向上

○課題・目的・目標・指示の理解
○基礎的な業務処理
○正確かつ迅速な業務遂行
○適時・適切な報告・連絡・相談
○業務の知識・技能の習得・活用
○自己の能力・専門性の向上

人材育成
人材マネジメント

○部下の能力・適性の把握
○適正な人事評価
○人材育成の視点からの部下への指導・助言

○部下の能力・適性の把握
○適正な人事評価
○職員の勤務状況、健康状態等への配慮
○柔軟な分担調整による業務量の平準化
○人材育成の視点からの部下への指導・助言
○安全衛生への配慮、点検・教育
＜総括補佐のみ＞
○人材育成の推進
○管理職と連携した適切な人事管理

○部下の能力・適性の把握
○適正な人事評価
○部下が成長する機会の提供
○能力・意欲の向上
○能力開発、キャリアビジョン等の助言
○適切な業務配分・配置による組織力の発揮
○部下の健康面等への関心、配慮
○職場環境の改善
○安全衛生への配慮

イクボス・ファミボ
ス度

○部下の家庭生活、地域活動等への配慮
○育児休業制度等の利用の助言・推奨
○コミュニケーションの活性化等の職場づくりの実
践
○自らのワークライフバランスの実践

○関係者の主張・意見の傾聴
○組織方針等のわかりやすい説明
○重要事項の関係者からの納得・協力
○外部・他所属との調整・折衝
○課長代行
○部下等からの相談への適切な対応
○コミュニケーション
○チームワーク

○自らの意見や考えの説明
○所属内での連携・協力
○適宜・適切な他の職員への協力依頼
○コミュニケーション
○チームワーク

○県民視点
○公務員としての自覚
○責任転嫁・回避のない行動
○率先行動・前向きな取組
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂
行
○礼節のある態度・行動
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護等の意識
○社会貢献活動への積極的取組

○ポイントを押さえた説明
○後輩への助言
○所属内での連携・協力
○適宜・適切な他の職員への協力依頼
○コミュニケーション
○チームワーク
○外部への情報・施策の発信（総合化学・薬剤
師・臨床検査技師のみ）

基本的な姿勢

○県民視点
○公務員としての自覚
○責任転嫁・回避のない行動
○率先行動・前向きな取組
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂
行
○礼節のある態度・行動
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護等の意識
○社会貢献活動への積極的取組

対話・調整・協調

人事評価基準（行動評価・マネジメント評価）の職位ごとのキーワード比較

○県民視点
○公務員としての自覚
○組織の総括責任者として責任転嫁・回避のな
い行動
○職員の先頭に立った行動
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂
行
○礼節のある態度・行動
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護等の意識
○社会貢献活動への積極的取組

○外部への情報・施策の発信
○関係者の主張・意見の傾聴
○論理的かつ明解な説明
○重要事項の関係者からの納得・協力
○外部・他所属との高度・困難・複雑な調整・折
衝

○県民視点
○責任転嫁・回避のない行動
○率先行動・前向きな取組
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂
行
○礼節のある態度・行動
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護の意識
○社会貢献活動への積極的取組

○外部・他所属の意見等の傾聴
○説明・調整・説得
○要望、相談等への的確な対応
○後輩指導・助言
○所属内での連携・協力
○適宜・適切な他の職員への協力依頼
○コミュニケーション
○チームワーク

一般職員
係長級 課長補佐級 管理職 現業職

○県民視点
○公務員としての自覚
○責任転嫁・回避のない行動
○率先行動・前向きな取組
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂
行
○礼節のある態度・行動
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護等の意識
○社会貢献活動への積極的取組

○外部・他所属の意見等の傾聴
○説明・調整・説得
○要望、相談等への的確な対応
○ポイントを押さえた説明
○係長代行
○後輩指導・助言
○所属内での連携・協力
○適宜・適切な他の職員への協力依頼
○コミュニケーション
○チームワーク
○外部への情報・施策の発信（総合化学・薬剤
師・臨床検査技師のみ）

○県民視点
○公務員としての自覚
○係（担当）業務の実施責任者として責任転嫁・
回避のない行動
○率先行動・前向きな取組
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂
行
○礼節のある態度・行動
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護等の意識
○社会貢献活動への積極的取組

○外部・他所属の意見等の傾聴
○係代表として係業務等の説明・調整・説得
○補佐代行
○要望、相談等への的確な対応
○ポイントを押さえた説明
○所属内での他の係との連携・協力
○適宜・適切な他の係・職員への協力依頼
○部下等からの相談への適切な対応
○コミュニケーション
○チームワーク

○県民視点
○公務員としての自覚
○管理職の代行者として責任転嫁・回避のない
行動
○率先行動・前向きな取組
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂
行
○礼節のある態度・行動
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護等の意識
○社会貢献活動への積極的取組

資料３
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人 物 像役 割ロードマップ

 基礎的業務処理を習得し、根拠法令等を理解した上で、優先順位を付けなが
ら計画的に正確かつ迅速に業務を処理できる。

 公務員として⾃覚ある⾏動がとれる。
 県⺠、上司、同僚等の意⾒を理解し、⾃らの意⾒や考えを伝えることができる。
 ⾃らの強み、弱みを踏まえて⾃⼰の能⼒開発ができる。

県職員としての
基礎づくり

一般
職員

（主事・技師）

 基礎的職務遂⾏能⼒を定着させ、業務の課題を把握した上で、⻑期的な計
画を⽴て業務を処理できる。

 ⼯夫、改善しながら業務を遂⾏し、わかりやすい資料作成、説明ができる。
 後輩に助言し、効果的に仕事を推進できる。

基礎的職務遂
行能力の定着

 困難な課題解決に向けて上司と相談しつつ解決策を提案するなど主体的に⾏
動できる。

 係⻑の代⾏として、内外の関係機関に説明・調整するなどができる。
 ⼈材育成を意識しながら後輩指導ができる。

職務遂行能力
の発揮

 係全体の業務の進捗管理をしながら必要なフォローや部下指導を⾏い、部下の
能⼒、適性等を把握し、⼈事評価を⾏うことができる。

 上司、部下と連携しながら、困難な課題の解決に向けて課題や対応案を資料
に反映し、課題を踏まえた具体的な施策を企画・⽴案できる。

 係の代表として内外の関係機関に説明・調整するとともに、補佐代⾏として県⺠、
マスコミ等に対応できる。

係長

 組織運営・業務管理上、明確な判断、指⽰・命令を⾏い、管理職と協⼒して
部下の能⼒開発の視点で指導・育成を推進できる。

 部下の適性、勤務状況、健康面、家庭状況等に配慮して事務分担の調整等
を管理職に提案できる。

 課題を踏まえて効果的な施策⽴案を⾏い、その実現にむけて外部との重要な調
整等を⾏うとともに、管理職の代⾏者として県⺠、議員、マスコミ、幹部職員等
に施策等を説明することができる。

課長補佐

 県政の基本⽅針を踏まえた中⻑期的な組織目標を設定し、その達成に向けて
進捗管理を⾏い、職員の能⼒・経験等を踏まえた配置・業務分担により、⼈材
を有効に活⽤し、組織⼒を最⼤限発揮できる。

 部下の家庭状況等に配慮し、イクボス・ファミボスとして仕事と家庭の両⽴⽀援
ができる。

 部下の意欲を⾼め、適正な⼈事評価により部下の能⼒開発、キャリアへの助言
等を⾏い、⼈材育成を⾏うことができる。

 重要度、緊急度等を踏まえて、臨機応変な意思決定ができ、時宜に則した正
しい判断ができる。

管理職

指⽰・命令により、求められた業務を期限までに処理
できる。

業務の課題を把握し改善の視点も入れながら業務を
処理できる。

職務能⼒を発揮し関係機関との調整など係⻑の代⾏
もできる。

困難性のある業務は⾃ら処理するとともに、係全体
の業務を管理し、部下指導など⼈材育成ができる。

管理職と協⼒して円滑な組織運営・業務管理を⾏う
とともに、部下育成を推進することができる。

円滑な組織運営、業務管理を⾏うとともに、ワーク
ライフバランスを⽀援しながら、部下職員を適切に
指導、育成することができる。

● 職位ごとに求められる役割と人物像

基礎能力定着期の業務処理担当者として

能力活用期の業務処理担当者として

係の業務の実施責任者として

管理職の代行者として

組織の総括責任者として

基礎づくり期の業務処理担当者として

資料４
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区分 項目 着眼点 キーワード 水準（求められる行動）

企画立案・業務
の遂行

重要な施策の企画や方針決定を行い、
適宜に則した正しい判断や適切な状況
判断のもと臨機応変かつ迅速に意思決
定を行うとともに、幅広い視野、豊富な
経験、高度な知見を活用しながら的確な
事業・業務の遂行を行っている。

○県政全般の広い視点での重要施策等の企画・立案
○所管業務・組織上の課題の認識
○県政全般の広い視点で論理的な分析・検討
○時宜に即した正しい判断
○臨機応変・迅速な意思決定
○重要課題の解決、方針等の幹部への的確な説明・協議
○上司への判断の提示と必要に応じた適切な相談
○幅広い視野、高度な知見等の活用
○自己の能力・専門性の向上

・県政全般の広い視点に立って、重要な施策の企画や方針決定を行っている。
・県の基本方針、県の取り巻く状況等を理解し、所管業務、組織上の課題を認識できている。
・大局的、中長期的な県政全般の広い視点で、論理的に物事を分析、検討できている。
・上司や部下に全面的に頼らずに時宜に即した正しい判断ができている。
・適切な状況把握のもと、様々な事態を想定しながら、重要度・緊急度も踏まえ、臨機応変かつ迅速に意思決定できている。
・重要課題の解決、重要な企画の方針などの幹部への説明、協議を的確に行っている。
・懸案事項などの重要課題、不測の事態には自らの判断を示しつつ、必要に応じて上司と相談しながら対応している。
・幅広い視野、豊富な経験、所管業務に関する高度な知見を備え、県政の重要課題の解決や組織目標の設定、重要施策の企画・立案などに活用
できている。
・自己の知識・技能の専門性を高め、高度化、複雑化に対応できている。

人材育成
人材マネジメント

部下の能力・適性を的確に把握し、人材
育成を意識して成長の機会を与え、適
切な指導・助言により意欲を向上させる
とともに、安全で働きやすい職場環境づ
くりを勧めている。

○部下の能力・適性の把握
○適正な人事評価
○部下が成長する機会の提供
○部下の能力・意欲の向上
○能力開発、キャリアビジョン等の助言
○適切な業務配分・配置による組織力の発揮
○部下の健康面等への関心、配慮
○職場環境の改善
○安全衛生への配慮

・人事評価の目的やルールを理解し、適正に人事評価を実施し、部下の能力、適性を的確に把握している。
・仕事を任せるなど、職員に成長する機会を与えている。
・「ほめる」、「指導」、「アドバイス」を併せて実施し、職員の能力・意欲を高めている。
・部下をよく知り自分の考え方を理解してもらえるよう、双方向のコミュニケーションを図っている。
・面談等を通じて能力開発、キャリアビジョンの形成等を助言している。
・職員の能力・適性・経験・勤務状況・健康面などを踏まえて適切な業務配分や配置を行い、人材の有効活用を図って組織力を最大限発揮してい
る。
・ハラスメントに注意を払い、即時に対応している。
・部下の健康面、勤務状況、悩みなどに関心を持ち、人事上の配慮が行えている。
・職場環境を改善し、組織を活性化できている。
・職場の安全衛生に配慮し、必要な点検・教育を行っている。

業務（組織）マネ
ジメント

県政の基本方針等を踏まえた中長期的
な組織目標を立て、適切な職員への指
揮により事業・業務の進捗を管理し、そ
の成果を評価し、見直しなどに取り組ん
でいる。

○広い視点に立った組織目標の設定
○組織目標の達成に向けた進捗管理・指揮
○施策・事業、業務過程、組織体制の見直し
○所属全体の業務の効率化
○PDCAサイクルの実践
○リスクマネジメント（土木職、電気・機械技師、農林土木職、
建築技師のみ）

・県政の基本方針、県を取り巻く状況など、幅広い視点や中長期的な視点に立って組織目標を明確に示し、設定することができている。
・組織目標の達成に向け、懸案事項などの重要課題の解決状況や事業の進捗状況を確認し、適切に職員を指揮し、業務を管理している。
・コスト意識を持って施策・事業、業務過程、組織体制の見直しや所属全体の業務の効率化などに取り組んでいる。
・組織目標の達成に向けて、PDCAサイクルを実践し、業務の進行管理を行うとともに、業務の見直しなどに取り組んでいる。
・災害、事故等の発生防止に向けた組織的対応ができている。（土木職、電気・機械技師、農林土木職、建築技師のみ）
・災害、事故等が発生した場合に、必要な組織的対応、地域内や他機関との連携などの対応ができている。（土木職、電気・機械技師、農林土木
職、建築技師のみ）

イクボス・ファミ
ボス度

「イクボス・ファミボス」として、育児、介
護、家庭・地域活動など幅広い視点か
ら、ワークライフバランスを自ら実践し、
部下の仕事と家庭・地域生活の両立を
進めている。

○部下の家庭生活、地域活動等への配慮
○育児休業制度等の利用の助言・推奨
○コミュニケーションの活性化等の職場づくりの実践
○自らのワークライフバランスの実践

・マネジメントの徹底などにより、部下の家庭生活や地域活動、リフレッシュの時間の確保に配慮している。
・時差出勤、短時間勤務、育児休業制度等の趣旨を踏まえ、適切な利用を部下に助言・推奨している。
・職場内のコミュニケーションの活性化、相談しやすい雰囲気づくりに努めるとともに、部下の個人的な事情を理解し、部下の相談に親身に対応し
ている。
・職場全員が互いに支え合う意識を持った職場づくりを進めている。
・ワークライフバランスを自らが率先して実践している。

区分 項目 着眼点 キーワード 水準（基本的な役割）

実
績
評
価

業務の成果
職務遂行において実際にあげた成果
　（実績）

○役割の達成（「イクボス・ファミボス」としての役割を含む。）
○業務キャリア開発シート等の業務目標の達成

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価

【資料５】職位ごとの評価基準

対話・調整・協調

関係者の意見を傾聴し、組織の総括責
任者として外部や他所属との高度、困難
又は複雑な調整等を行うことにより、関
係者からの納得・協力を導きだしてい
る。

○関係者の主張・意見の傾聴
○論理的かつ明解な説明
○外部への情報・施策の発信
○重要事項の関係者からの納得・協力
○外部・他所属との高度・困難・複雑な調整・折衝

・関係者の主張・意見を丁寧に聴き、論理的で明解な説明を行い、組織の総括責任者として重要事項に関して関係者からの納得・協力を導きだし
ている。
・外部に向けて情報・施策を発信している。
・懸案事項等の重要課題の解決、組織目標の達成、新たな施策実現のために、関係者の合意に向けた外部及び他所属との高度、困難又は複雑
な調整・折衝を行っている。

行
動
評
価

基本的な姿勢

県民視点に立ち高い使命感と責任感を
持って自らの役割を果たすとともに、公
務員としての自覚を持った態度・行動を
とり、服務規律・法令等を遵守している。

○県民視点
○公務員としての自覚
○礼節のある態度・行動
○組織の総括責任者として責任転嫁・回避のない行動
○職員の先頭に立った行動
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂行
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護等の意識
○社会貢献活動への積極的取組

・県民視点に立ち、高い使命感と責任感を持った行動がとれている。
・公務員としての自覚を持ち、礼節ある態度・行動がとれている。
・組織の総括責任者として責任転嫁をせず、業務を投げ出さずに対処できている。
・懸案事項などの重要課題の解決、新規施策の実現、組織目標の達成に向けて、職員の先頭に立って行動している。
・物事に進んで取り組み、意欲、熱意を持って前向きに取り組んでいる。
・組織的判断・決定に従い誠実で公正・公平に職務を遂行できている。
・公務外・勤務時間外においても法令・服務規律を遵守している。
・ハラスメント防止、個人情報保護等を意識して行動している。
・地域貢献活動やNPO活動などの社会貢献活動へ積極的に参加している。

（１）管理職（ライン職）

組織の総括責任者として、円滑な組織運営、業務管理を行うとともに、ワークライフバランスを支援しながら、部下職員を

適切に指導、育成することができる。

・県政の基本方針を踏まえた中長期的な組織目標を設定し、その達成に向けて進捗管理を行い、職員の能力・経験等を

踏まえた配置・業務分担により、人材を有効に活用し、組織力を最大限発揮すること。

・部下の家庭状況等に配慮し、イクボス・ファミボスとして仕事と家庭の両立支援を行うこと。

・部下の意欲を高め、適正な人事評価により部下の能力開発、キャリアへの助言等を行い、人材育成を行うこと。

・重要度、緊急度等を踏まえて、臨機応変な意思決定ができ、時宜に則した正しい判断をすること。

→ この役割を果たした結果（成果、実績）や、業務目標の達成度を評価する。
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区分 項目 着眼点 キーワード 水準（求められる行動）

企画立案・業務
の遂行

重要な施策の企画や方針決定を行い、
適宜に則した正しい判断や適切な状況
判断のもと臨機応変かつ迅速に意思決
定を行うとともに、幅広い視野、豊富な経
験、高度な知見を活用しながら的確な事
業・業務の遂行を行っている。

○県政全般の広い視点での重要施策等の企画・立案
○所管業務・組織上の課題の認識
○県政全般の広い視点で論理的な分析・検討
○時宜に即した正しい判断
○臨機応変・迅速な意思決定
○重要課題の解決、方針等の幹部への的確な説明・協議
○上司への判断の提示と必要に応じた適切な相談
○幅広い視野、高度な知見等の活用
○自己の能力・専門性の向上

・県政全般の広い視点に立って、重要な施策の企画や方針決定を行っている。
・県の基本方針、県の取り巻く状況等を理解し、所管業務、組織上の課題を認識できている。
・大局的、中長期的な県政全般の広い視点で、論理的に物事を分析、検討できている。
・上司や部下に全面的に頼らずに時宜に即した正しい判断ができている。
・適切な状況把握のもと、様々な事態を想定しながら、重要度・緊急度も踏まえ、臨機応変かつ迅速に意思決定できている。
・重要課題の解決、重要な企画の方針などの幹部への説明、協議を的確に行っている。
・懸案事項などの重要課題、不測の事態には自らの判断を示しつつ、必要に応じて上司と相談しながら対応している。
・幅広い視野、豊富な経験、所管業務に関する高度な知見を備え、県政の重要課題の解決や組織目標の設定、重要施策の企画・立案などに活用で
きている。
・自己の知識・技能の専門性を高め、高度化、複雑化に対応できている。

人材育成
人材マネジメント

部下の能力・適性を的確に把握し、人材
育成を意識して成長の機会を与え、適切
な指導・助言により意欲を向上させるとと
もに、安全で働きやすい職場環境づくり
を勧めている。

○部下の能力・適性の把握
○適正な人事評価
○部下が成長する機会の提供
○部下の能力・意欲の向上
○能力開発、キャリアビジョン等の助言
○適切な業務配分・配置による組織力の発揮
○部下の健康面等への関心、配慮
○職場環境の改善
○安全衛生への配慮

・人事評価の目的やルールを理解し、適正に人事評価を実施し、部下の能力、適性を的確に把握している。
・仕事を任せるなど、職員に成長する機会を与えている。
・「ほめる」、「指導」、「アドバイス」を併せて実施し、職員の能力・意欲を高めている。
・部下をよく知り自分の考え方を理解してもらえるよう、双方向のコミュニケーションを図っている。
・面談等を通じて能力開発、キャリアビジョンの形成等を助言している。
・職員の能力・適性・経験・勤務状況・健康面などを踏まえて適切な業務配分や配置を行い、人材の有効活用を図って組織力を最大限発揮している。
・ハラスメントに注意を払い、即時に対応している。
・部下の健康面、勤務状況、悩みなどに関心を持ち、人事上の配慮が行えている。
・職場環境を改善し、組織を活性化できている。
・職場の安全衛生に配慮し、必要な点検・教育を行っている。

業務（組織）マネ
ジメント

県政の基本方針等を踏まえた中長期的
な組織目標を立て、適切な職員への指
揮により事業・業務の進捗を管理し、そ
の成果を評価し、見直しなどに取り組ん
でいる。

○広い視点に立った組織目標の設定
○組織目標の達成に向けた進捗管理・指揮
○施策・事業、業務過程、組織体制の見直し
○所属全体の業務の効率化
○PDCAサイクルの実践
○リスクマネジメント（土木職、電気・機械技師、農林土木職、
建築技師のみ）

・県政の基本方針、県を取り巻く状況など、幅広い視点や中長期的な視点に立って組織目標を明確に示し、設定することができている。
・組織目標の達成に向け、懸案事項などの重要課題の解決状況や事業の進捗状況を確認し、適切に職員を指揮し、業務を管理している。
・コスト意識を持って施策・事業、業務過程、組織体制の見直しや所属全体の業務の効率化などに取り組んでいる。
・組織目標の達成に向けて、PDCAサイクルを実践し、業務の進行管理を行うとともに、業務の見直しなどに取り組んでいる。
・災害、事故等の発生防止に向けた組織的対応ができている。（土木職、電気・機械技師、農林土木職、建築技師のみ）
・災害、事故等が発生した場合に、必要な組織的対応、地域内や他機関との連携などの対応ができている。（土木職、電気・機械技師、農林土木職、
建築技師のみ）

イクボス・ファミボ
ス度

「イクボス・ファミボス」として、育児、介
護、家庭・地域活動など幅広い視点か
ら、ワークライフバランスを自ら実践し、
部下の仕事と家庭・地域生活の両立を進
めている。

○部下の家庭生活、地域活動等への配慮
○育児休業制度等の利用の助言・推奨
○コミュニケーションの活性化等の職場づくりの実践
○自らのワークライフバランスの実践

・マネジメントの徹底などにより、部下の家庭生活や地域活動、リフレッシュの時間の確保に配慮している。
・時差出勤、短時間勤務、育児休業制度等の趣旨を踏まえ、適切な利用を部下に助言・推奨している。
・職場内のコミュニケーションの活性化、相談しやすい雰囲気づくりに努めるとともに、部下の個人的な事情を理解し、部下の相談に親身に対応して
いる。
・職場全員が互いに支え合う意識を持った職場づくりを進めている。
・ワークライフバランスを自らが率先して実践している。

区分 項目 着眼点 キーワード 水準（基本的な役割）

実
績
評
価

業務の成果
職務遂行において実際にあげた成果
　（実績）

○役割の達成（「イクボス・ファミボス」としての役割を含む。）
○業務キャリア開発シート等の業務目標の達成

行
動
評
価

【資料５】職位ごとの評価基準

基本的な姿勢

県民視点に立ち高い使命感と責任感を
持って自らの役割を果たすとともに、公
務員としての自覚を持った態度・行動をと
り、服務規律・法令等を遵守している。

○県民視点
○公務員としての自覚
○礼節のある態度・行動
○組織の総括責任者として責任転嫁・回避のない行動
○職員の先頭に立った行動
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂行
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護等の意識
○社会貢献活動への積極的取組

・県民視点に立ち、高い使命感と責任感を持った行動がとれている。
・公務員としての自覚を持ち、礼節ある態度・行動がとれている。
・組織の総括責任者として責任転嫁をせず、業務を投げ出さずに対処できている。
・懸案事項などの重要課題の解決、新規施策の実現、組織目標の達成に向けて、職員の先頭に立って行動している。
・物事に進んで取り組み、意欲、熱意を持って前向きに取り組んでいる。
・組織的判断・決定に従い誠実で公正・公平に職務を遂行できている。
・公務外・勤務時間外においても法令・服務規律を遵守している。
・ハラスメント防止、個人情報保護等を意識して行動している。
・地域貢献活動やNPO活動などの社会貢献活動へ積極的に参加している。

対話・調整・協調

関係者の意見を傾聴し、組織の総括責
任者として外部や他所属との高度、困難
又は複雑な調整等を行うことにより、関
係者からの納得・協力を導きだしている。

○関係者の主張・意見の傾聴
○論理的かつ明解な説明
○外部への情報・施策の発信
○重要事項の関係者からの納得・協力
○外部・他所属との高度・困難・複雑な調整・折衝

・関係者の主張・意見を丁寧に聴き、論理的で明解な説明を行い、組織の総括責任者として重要事項に関して関係者からの納得・協力を導きだして
いる。
・外部に向けて情報・施策を発信している。
・懸案事項等の重要課題の解決、組織目標の達成、新たな施策実現のために、関係者の合意に向けた外部及び他所属との高度、困難又は複雑な
調整・折衝を行っている。

（２）管理職（特命職）

組織の総括責任者として、円滑な組織運営、業務管理を行うとともに、ワークライフバランスを支援しながら、部下職員を適

切に指導、育成することができる。

・県政の基本方針を踏まえた中長期的な組織目標を設定し、その達成に向けて進捗管理を行い、職員の能力・経験等を

踏まえた配置・業務分担により、人材を有効に活用し、組織力を最大限発揮すること。

・部下の家庭状況等に配慮し、イクボス・ファミボスとして仕事と家庭の両立支援を行うこと。

・部下の意欲を高め、適正な人事評価により部下の能力開発、キャリアへの助言等を行い、人材育成を行うこと。

・重要度、緊急度等を踏まえて、臨機応変な意思決定ができ、時宜に則した正しい判断をすること。

→ この役割を果たした結果（成果、実績）や、業務目標の達成度を評価する。
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区分 項目 着眼点 キーワード 水準（求められる行動）

業務（組織）マネ
ジメント

業務の目標を立て、計画を立てた上で、
進行管理するとともに、ＰＤＣＡサイクル
を実践し、改善・見直しに取り組んでい
る。

○所管業務の目標の設定
○所管業務の計画策定と進捗管理
○部下の進捗状況に応じた支援、指示
○課長代行として処理方針の明確な指示・命令
○所管業務の重点・優先順位付け
○PDCAサイクルの実践による所管業務の改善・見直し
○リスクの把握・対応・連携（土木職のみ）
○リスクの把握・対応・命令（電気・機械技師、農林土木職、建
築技師のみ）
＜総括補佐のみ＞
○各係（担当）の重要課題の把握と解決に向けた指揮
○係（担当）の目標設定への助言・指導

・組織目標を踏まえて所管業務の目標を設定できている。
・議会、予算等の日程も意識して所管業務の計画を策定し、進捗管理ができている。
・部下の業務の進捗状況に応じた必要な支援・指示ができている。
・課長（管理職）代行として処理方針を明確に指示・命令できている。
・緊急度、重要度を踏まえて所管業務の優先付けを行い、部下等に指示できている。
・所管業務の目標達成に向けPDCAサイクルを実践し、見直しや改善に取り組んでいる。
・災害、事故等の発生防止に向けた対応ができている。（土木職、電気・機械技師、農林土木職、建築技師のみ）
・災害、事故等が発生した場合に、組織的対応のための命令、地域内や他機関の情報を把握し連携するなど必要な対応ができている。（土木職、電気・機械技師、
農林土木職のみ）
・災害、事故等が発生した場合に、組織的対応のための命令、BCPを考慮した業務の弾力的な運用ができている。（建築技師のみ）
＜総括補佐のみ＞
・所属内の各係（担当）の重要課題を把握し、その解決に向けて適切な指揮を行っている。
・係（担当）の目標設定に対し適切な調整・助言・指導ができている。

企画立案・
業務の遂行

効果的な施策の企画・立案を行うととも
に、幅広い知識・技能を活用しながら緊
急又は重要な案件の処理を行うなどして
事業・業務の遂行を行っている。

○所管業務の課題認識
○部局全体の視点からの物事の分析、検討
○課題解決策の企画
○効果的な施策の企画・立案
○外部等への緊急・重要資料の作成
○わかりやすい資料づくり
○適時・適切な報告・連絡・相談
○所管業務の幅広い知識・技能の習得・活用
○根拠法令等の理解、活用
○自己の能力・専門性の向上
○農業者等の総合的な支援（農業職・畜産職・水産職のみ）
○所有者等の総合的な支援（文化財主事のみ）
○林業事業体の総合的な支援（林業職のみ）
○就業者等の総合的な支援（水産職のみ）

・組織目標、所管業務を取り巻く状況、上司の指示等を理解し、所管業務の取り組む課題を認識できている。
・部局全体の状況も意識・把握して、県政全体の視点から、論理的に物事を分析、検討できている。
・広く情報を収集し、コスト、効果等の考慮すべき事項を踏まえ、所管業務の課題の解決策を企画できている。
・課題や県民等のニーズを踏まえて効果的な施策の企画・立案ができている。
・県民への説明資料、報道提供資料、議会等への報告資料など緊急又は重要な資料を作成できている。
・資料を読む者の視点に立って、自分の考え、検討結果等をわかりやすく資料にまとめることができている。
・上司への適時・適切な報告・連絡・相談を行いながら業務を処理できている。
・幅広い知識・技能を習得し、課題解決、実務の処理などで活用している。
・業務の根拠となる法令、条例、要綱等を理解し、課を代表して問い合わせ等に対応できている。
・自己の知識・技能の専門性を高め、高度化、複雑化に対応できている。（林業職＝林業普及指導員、森林総合監理士、森林部門技術士、森林施業プランナー等
相当）
・新規就農状況や農業者の経営状況を把握し、課題の解決に向けて取り組んでいる。（農業職・畜産職のみ）
・他の機関との共同研究の状況を把握し、課題の解決に向けて取り組んでいる。（農業職・畜産職のみ）
・市町村や所有者の状況を把握し、課題の解決に向けて取り組んでいる。（文化財主事のみ）
・林業事業体の経営状況を把握し、課題の解決に向けて取り組んでいる。（林業職のみ）
・新規就業状況や農業者の経営状況を把握し、課題の解決に向けて取り組んでいる。（水産職のみ）
・他の機関との共同研究の状況を把握し、課題の解決に向けて取り組んでいる。（水産職のみ）

人材育成
人材マネジメント

部下の能力・適性を的確に把握し、人材
育成の観点から適切な指導・助言を行
い、人材育成を推進するとともに、柔軟
な分担の調整を行い業務量の平準化を
行っている。

○部下の能力・適性の把握
○適正な人事評価
○職員の勤務状況、健康状態等への配慮
○柔軟な分担調整による業務量の平準化
○人材育成の視点からの部下への指導・助言
○安全衛生への配慮、点検・教育
＜総括補佐のみ＞
○人材育成の推進
○管理職と連携した適切な人事管理

・人事評価の目的やルールを理解し、適正に人事評価を実施し、部下の能力、適性を的確に把握している。
・部下の適性、経験、勤務状況、健康面などに配慮し柔軟な分担の調整を行い、業務量の平準化・適正化が行えている。
・管理職と相談しながら部下に対し、人材育成、能力開発の視点から適切な指導、助言を行っている。
・職場の安全衛生について配慮・点検し、具体的な対策を行っている。
＜総括補佐のみ＞
・管理職と育成方針を共有し、研修受講を促すなど人材育成を推進している。
・職員の勤務状況、健康状態等に配慮し、管理職と連携して適切な人事管理を行っている。

区分 項目 着眼点 キーワード 水準（基本的な役割）

業務の成果

職務遂行において実際にあげた成果
　（実績）

※量的、質的な側面を的確に評価する
こと　（困難度、重要度、進捗を踏まえて
評価）

○役割の達成
○業務キャリア開発シート等の業務目標の達成
○達成（処理）した業務の量
○期限内の処理
○達成（処理）した業務の質
　　（内容、方向性）

創意工夫・業務
改善の成果

職務遂行において創意工夫・業務改善
を実現することによりあげた成果（コスト
縮減や業務の効率化につなげた実績）

※成果を評価すること（取組姿勢は、行
動評価の「業務マネジメント」で評価）

○創意工夫・業務改善の実現

実
績
評
価

【資料５】職位ごとの評価基準

行
動
評
価

基本的な姿勢

県民視点に立ち高い使命感と責任感を
持って自らの役割を果たすとともに、公
務員としての自覚を持った態度・行動を
とり、服務規律・法令等を遵守している。

○県民視点
○公務員としての自覚
○礼節のある態度・行動
○管理職の代行者として責任転嫁・回避のない行動
○率先行動・前向きな取組
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂行
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護等の意識
○社会貢献活動への積極的取組

・県民視点に立ち、高い使命感と責任感を持った行動がとれている。
・公務員としての自覚を持ち、礼節ある態度・行動がとれている。
・管理職の代行者として責任転嫁をせず、業務を投げ出さずに対処できている。
・上司等からの指示がなくても重要課題や対応を整理するなど、物事に進んで取り組み、意欲、熱意を持って前向きに取り組んでいる。
・組織的判断・決定に従い誠実で公正・公平に職務を遂行できている。
・公務外・勤務時間外においても法令・服務規律を遵守している。
・ハラスメント防止、個人情報保護等を意識している。
・地域貢献活動やNPO活動などの社会貢献活動へ積極的に参加している。

対話・調整・協調

関係者の意見を傾聴し、管理職の代行
者としてわかりやすく説明を行うことによ
り、納得・協力を導きだすとともに、所属
内でも係・担当間の調整等を主体的に
行っている。

○関係者の主張・意見の傾聴
○組織方針等のわかりやすい説明
○重要事項の関係者からの納得・協力
○外部・他所属との調整・折衝
○課長代行
○部下等からの相談への適切な対応
○コミュニケーション
○チームワーク

・関係者の主張・意見を丁寧に聴き、組織の方針や考えをわかりやすく説明し、管理職の代行者として重要事項に関して関係者からの納得・協力を導きだしている。
・懸案事項等の重要課題の解決、組織目標の達成、施策実現のために、関係者の合意に向けた外部及び他所属との調整・折衝を行っている。
・係・担当間の調整・とりまとめを主体的に行うことができている。
・必要に応じて管理職のサポートや代行ができている。
・部下をはじめ他の職員からの相談等に適切に対応できている。
・国や他県、他部局と横断的に連携し、業界全体の課題の把握・解決に向けた調整ができている。（建築技師のみ）

（３）課長補佐級

管理職の代行者として、管理職と協力して円滑な組織運営・業務管理を行うとともに、部下育成を推進することができる。

・組織運営・業務管理上、明確な判断、指示・命令を行い、管理職と協力して部下の能力開発の視点で指導・育成を推進すること。

・部下の適性、勤務状況、健康面、家庭状況等に配慮して事務分担の調整等を管理職に提案すること。

・課題を踏まえて効果的な施策立案を行い、その実現にむけて外部との重要な調整等を行うとともに、管理職の代行者として県民、議

→ この役割を果たした結果（成果、実績）や、業務目標の達成度を評価する。

管理職の代行者として、所属全体の業務の効率化、改善に向けて取り組む。

・課長補佐級の水準：

所属全体の業務において工夫や、コスト及び業務効率の面で改善の結果を出すことが求められている。（これを達成した場合は「Ｂ」）

→ この役割を果たした結果（成果、実績）や、業務目標（業務改善に関する具体的な目標があった場合）の達成度を評価する。
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区分 項目 着眼点 キーワード 水準（求められる行動）

業務（組織）マネ
ジメント

係（担当）業務の目標を立て、計画を立
てた上で、進行管理するとともに、ＰＤＣ
Ａサイクルを実践し、改善・見直しに取り
組んでいる。

○係（担当）の目標設定
○係（担当）業務の計画策定と進捗管理
○部下の進捗状況に応じた支援、指示
○係（担当）業務の重点・優先順付け
○PDCAサイクルの実践による係（担当）業務の改善・見直し
○リスクの把握・対応・指示（土木職、電気・機械技師、農林土木職、建築
技師のみ）

・組織目標を踏まえた係（担当）の業務目標を設定できている。
・議会、予算等の日程も意識して係（担当）業務の計画を策定し、進捗管理ができている。
・部下の業務の進捗状況に応じた必要な支援、指示ができている。
・緊急度、重要度を踏まえて係（担当）の業務の優先付けを行い、部下等に指示できている。
・係（担当）業務の目標達成に向けPDCAサイクルを実践し、見直しや改善に取り組んでいる。
・工事現場及び施設の管理、災害等のリスクを把握し、対応や指示ができている。（土木職、電気・機械技師、農林土木職のみ）
・工事現場、災害等のリスクを把握し、対応や指示ができている。（建築技師のみ）

企画立案・
業務の遂行

・組織目標、係（担当）の所管業務を取り巻く状況、上司の指示等を理解し、係（担当）の所管業務の取り組む課題を認識できている。
・他の係（担当）の状況も意識・把握して、所属の課題も認識し、論理的に所属全体の視点から、物事を分析、検討できている。
・上司、部下等とも連携して広く情報を収集し、コスト、効果等の考慮すべき事項を踏まえ、係（担当）の課題の解決策を企画できている。
・課題や県民等のニーズを踏まえて上司等と連携して具体的な施策の企画・立案ができている。
・県民への説明資料、報道提供資料、議会等への報告資料などの重要資料を主となって作成している。
・ミス、漏れ等が少なく、正確で迅速な業務遂行ができている。
・資料を読む者の視点に立って、自分の考え、検討結果等をわかりやすく資料にまとめることができている。
・上司への適時・適切な報告・連絡・相談を行いながら業務を処理できている。
・係（業務）に関連する幅広い知識・技能を習得し、課題解決、実務の処理などで活用している。
・業務の根拠となる法令、条例、要綱等を理解し、係の代表として問い合わせ等に対応できている。
・自己の知識・技能の専門性を高め、高度化、複雑化に対応できている。（土木職＝１級土木施工管理技士相当／電気・機械技師＝技術基礎研修等、１級施工管
理技士、建築整備士、エネルギー管理士、第２種電気主任技術者相当／農林獣医職＝病性鑑定（ウイルス、細菌、病理、生化学）、受精卵移植、遺伝子解析等の
専門的技術及びこれらに関する新技術／林業職＝林業普及指導員、森林総合監理士、森林部門技術士、森林施業プランナー等相当／建築技師＝建築基準適合
判定資格者、特定建築基準適合判定資格者相当）

・農業者の組織化や法人化などの支援ができている。（農業職・畜産職のみ）
・大学、民間企業等他の機関との連携による試験研究が実施できている。（農業職・畜産職・文化財主事・農林獣医職・林業職・水産職・衛生獣医職・総合化学・薬
剤師・臨床検査技師のみ）
・高度な工種・工法等の積算、監督等について必要な知識・技能を習得し、現場実務を処理できている。（土木職・農林土木職のみ）
・保存活用計画策定等、持続可能な保存活用策の支援ができている。（文化財主事のみ）
・市町村、関係団体に対する事業計画等の審査や指導を実践できている。（農業土木職のみ）
・家畜所有者の飼養衛生管理などの支援ができている。（農林獣医職のみ）
・地域、林業、木材事業者の連携強化などの支援ができている。（林業職のみ）
・漁業者等のグループ化や法人化などへの支援ができている。（水産職のみ）
・国や他県、他部局と横断的に連携し、業界全体の課題の把握・解決に向けた調整ができている。（建築技師職のみ）
・習得した専門技術（食品衛生監視、廃棄物対策、環境衛生監視、薬事行政、分析に関する技術）を基礎とし、さらなる専門技術を習得できている。（総合化学・薬剤
師・臨床検査技師のみ）
・技術の標準化などの支援ができている。（衛生獣医職のみ）

人材育成
人材マネジメント

適正な人事評価を通して部下の能力・適
性を的確に把握し、人材育成の視点から
部下に対して適切な指導、助言を行って
いる。

○部下の能力・適性の把握
○適正な人事評価
○人材育成の視点からの部下への指導・助言

・人事評価の目的やルールを理解し、適正に人事評価を実施し、部下の能力、適性を的確に把握している。
・上司と相談しながら部下（後輩職員）に対し、人材育成、能力開発の視点から適切な指導、助言を行っている。

区分 項目 着眼点 キーワード 水準（基本的な役割）

業務の成果

職務遂行において実際にあげた成果
　（実績）

※量的、質的な側面を的確に評価するこ
と　（困難度、重要度、進捗を踏まえて評
価）

○役割の達成
○業務キャリア開発シート等の業務目標の達成
○達成（処理）した業務の量
○期限内の処理
○達成（処理）した業務の質
　　（内容、方向性）

創意工夫・業務
改善の成果

職務遂行において創意工夫・業務改善
を実現することによりあげた成果（コスト
縮減や業務の効率化につなげた実績）
※成果を評価すること（取組姿勢は、行
動評価の「業務マネジメント」で評価）

○創意工夫・業務改善の実現

【資料５】職位ごとの評価基準

行
動
評
価

基本的な姿勢

県民視点に立ち高い使命感と責任感を
持って自らの役割を果たすとともに、公
務員としての自覚を持った態度・行動を
とり、服務規律・法令等を遵守している。

○県民視点
○公務員としての自覚
○礼節のある態度・行動
○係（担当）業務の実施責任者として責任転嫁・回避のない行動
○率先行動・前向きな取組
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂行
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護等の意識
○社会貢献活動への積極的取組

・県民視点に立ち、高い使命感と責任感を持った行動がとれている。
・公務員としての自覚を持ち、礼節ある態度・行動がとれている。
・係（担当）業務の実施責任者として責任転嫁をせず、業務を投げ出さずに対処できている。
・上司等からの指示がなくても課題や対応を整理するなど、物事に進んで取り組み、意欲、熱意を持って前向きに取り組んでいる。
・組織的判断・決定に従い誠実で公正・公平に職務を遂行できている。
・公務外・勤務時間外においても法令・服務規律を遵守している。
・ハラスメント防止、個人情報保護等を意識している。
・地域貢献活動やNPO活動などの社会貢献活動へ積極的に参加している。

○係（担当）業務の課題認識
○所属全体の視点からの物事の分析、検討
○課題解決策の企画
○上司等と連携した具体的な施策の企画・立案
○重要資料の作成
○正確かつ迅速な業務遂行
○わかりやすい資料づくり
○適時・適切な報告・連絡・相談
○係（担当）業務の知識・技能の活用
○根拠法令等の理解、活用
○自己の能力・専門性の向上
○農業者等の経営改善等の支援（農業職・畜産職のみ）
○共同研究の実践（農業職・畜産職・文化財主事・農林獣医職・林業職・
水産職・衛生獣医職・総合化学・薬剤師・臨床検査技師のみ）
○技術審査・指導（農業土木職のみ）
○持続可能な保存活用策の支援（文化財主事のみ）
○飼養衛生管理に関する支援等（農林獣医職のみ）
○地域、林業、木材事業者の連携強化等の支援（林業職のみ）
○漁業者等の経営改善等の支援（水産職のみ）
○技術の標準化等の支援（衛生獣医職のみ）

課題の解決策の企画や上司等と連携し
て具体的な施策の企画・立案を行うとと
もに、係（業務）に関連する知識・技能を
課題解決や業務の処理に活用し、正確
かつ迅速に業務処理を行っている。

実
績
評
価

対話・調整・協調

外部・他所属等の意見を傾聴し、係（担
当）業務の実施責任者として係（担当）業
務、組織方針等を説明し、説得を図ると
ともに、所属内でもその一員として他の
係（担当）、職員と連携・協力している。

○外部・他所属の意見等の傾聴
○係代表として係業務等の説明・調整・説得
○補佐代行
○要望、相談等への的確な対応
○ポイントを押さえた説明
○所属内での他の係との連携・協力
○適宜・適切な他の係・職員への協力依頼
○部下等からの相談への適切な対応
○コミュニケーション
○チームワーク

・外部・他所属の意見を聴き、係の代表として係（担当）業務、組織方針等を説明・調整し、説得している。
・必要に応じて課長補佐のサポートや代行ができている。
・県民等からの要望、相談等に対して的確に対応できている。
・課題、対応案など、ポイントを押さえて説明できている。
・所属の一員として自ら進んで他の係（担当）、職員と連携・協力ができている。
・自らや係内で課題等を抱え込まずに必要に応じて他の職員や係（担当）に助言や協力を依頼できている。
・部下をはじめ他の職員からの相談等に適切に対応できている。

（４）係長級

係の業務の実施責任者として、困難性のある業務は自ら処理するとともに、係全体の業務を管理し、部下指導など人材育成ができる。

・係全体の業務の進捗管理をしながら必要なフォローや部下指導を行い、部下の能力、適性等を把握し、人事評価を行うこと。

・上司、部下と連携しながら、困難な課題の解決に向けて課題や対応案を資料に反映し、課題を踏まえた具体的な施策を企画・立案すること。

・係の代表として内外の関係機関に説明・調整するとともに、補佐代行として県民、マスコミ等に対応すること。

→ この役割を果たした結果（成果、実績）や、業務目標の達成度を評価する。

係の業務の実施責任者として、 業務の効率化、改善に向けて取り組む。

・係長級の水準：

担当全体の業務において工夫や、コスト及び業務効率の面で改善の結果を出すことが求められている。（これを達成した場合は「Ｂ」）

→ この役割を果たした結果（成果、実績）や、業務目標（業務改善に関する具体的な目標があった場合）の達成度を評価する。
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区分 項目 着眼点 キーワード 水準（求められる行動）

業務マネジメント
業務の目標を立て、計画を立てた上で、
進行管理するとともに、ＰＤＣＡサイクル
を実践している。

○目標の設定
○業務の計画策定
○計画的な業務遂行・業務の進行管理
○仕事の重点・優先順位付け
○業務の振返り・点検
○リスクの把握（土木職、電気・機械技師、農林土木職、建築
技師のみ）

・上司等と相談しながら目標の設定や業務計画の策定ができている。
・担当業務の優先順位が付けられている。
・計画的に業務を処理し、進捗状況を管理できている。
・業務の実施状況を振り返り、点検することができている。
・工事現場及び施設の管理、災害等のリスクを把握できている。（土木職、電気・機械技師、農林土木職のみ）
・工事現場、災害等のリスクを把握できている。（建築技師のみ）

企画立案・業務
の遂行

上司の指示等を理解し、業務遂行に必
要な知識、技能、専門性を習得・活用し
て、正確かつ迅速に業務処理を行って
いる。

○上司の指示等の理解
○基礎的な業務処理
○正確かつ迅速な業務遂行
○自らの考えをまとめた資料づくり
○適時・適切な報告・連絡・相談
○業務の知識・技能の習得・活用
○根拠法令等の理解
○自己の能力・専門性の向上

・上司の指示などを正しく理解することができている。
・公文書の起案・施行・引継ぎ、ノーツなど基幹システムの使用、上司等への起案の説明など、基礎的な業務処理ができている。
・ミス、漏れ等が少なく、正確で迅速な業務遂行ができている。
・自分の考えを資料にまとめることができている。
・上司への適時・適切な報告・連絡・相談を行いながら業務を処理できている。
・業務に必要な知識・技能を習得し、実務処理に活用できている。
・業務の根拠となる法令、条例、要綱等を理解している。
・自己の知識・技能の専門性を高めている。（電気・機械技師＝技術基礎研修等、第３種電気主任技術者、第２種電気工事士、２級施工管理技師相
当、建築技師＝建築士（１級、２級）、CASBEE評価員相当）
・農家とのコミュニケーションの中から課題を理解することができている。（農業職・畜産職のみ）
・一般的な工種・工法等の積算、監督等について必要な知識・技能を習得し、現場状況を的確に把握できている。（土木職・農林土木職のみ）
・所有者等とのコミュニケーションの中から課題を理解することができている。（文化財主事のみ）
・森林組合、林業事業体等とのコミュニケーションの中から課題を理解し、対応策を検討することができている。（林業職のみ）
・漁業者等とのコミュニケーションの中から課題を理解することができている。（水産職のみ）
・世界的、全国的な状況を踏まえ、本県の状況や課題を理解することができている。（総合化学・薬剤師・臨床検査技師のみ）

区分 項目 着眼点 キーワード 水準（基本的な役割）

業務の成果

職務遂行において実際にあげた成果
　（実績）

※量的、質的な側面を的確に評価する
こと　（困難度、重要度、進捗を踏まえて
評価）

○役割の達成
○業務キャリア開発シート等の業務目標の達成
○達成（処理）した業務の量
○期限内の処理
○達成（処理）した業務の質
　　（内容、方向性）

創意工夫・業務
改善の成果

職務遂行において創意工夫・業務改善
を実現することによりあげた成果（コスト
縮減や業務の効率化につなげた実績）

※成果を評価すること（取組姿勢は、行
動評価の「業務マネジメント」で評価）

○創意工夫・業務改善の実現

○自らの意見や考えの説明
○所属内での連携・協力
○適宜・適切な他の職員への協力依頼
○コミュニケーション
○チームワーク

・相手の意見を理解し、自らの意見や考えを説明できている。
・所属の一員として自ら進んで他の職員と連携・協力ができている。
・一人で業務を抱え込まずに必要に応じて他の職員に助言や協力を依頼できている。

実
績
評
価

【資料５】職位ごとの評価基準

基本的な姿勢

県民視点に立ち高い使命感と責任感を
持って自らの役割を果たすとともに、公
務員としての自覚を持った態度・行動を
とり、服務規律・法令等を遵守している。

○県民視点
○公務員としての自覚
○礼節のある態度・行動
○責任転嫁・回避のない行動
○率先行動・前向きな取組
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂行
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護等の意識
○社会貢献活動への積極的取組

・県民視点に立ち、高い使命感と責任感を持った行動がとれている。
・公務員としての自覚を持ち、礼節ある態度・行動がとれている。
・担当者として責任転嫁をせず、業務を投げ出さずに対処できている。
・物事に進んで取り組み、意欲、熱意を持って前向きに取り組んでいる。
・組織的判断・決定に従い誠実で公正・公平に職務を遂行できている。
・公務外・勤務時間外においても法令・服務規律を遵守している。
・ハラスメント防止、個人情報保護等を意識している。
・地域貢献活動やNPO活動などの社会貢献活動へ積極的に参加している。

対話・調整・協調

県民、上司、同僚等の意見を理解し、自
らの意見や考えを伝えるとともに、所属
内でもその一員として所属の目標達成、
良好な職場環境・人間関係構築のため
に協力・貢献している。

行
動
評
価

（５）一般職員＜基礎づくり期＞

基礎づくりの業務処理担当者として、指示・命令により、求められた業務を期限までに処理できる。

・基礎的業務処理を習得し、根拠法令等を理解した上で、優先順位を付けながら計画的に正確かつ迅速に業務を処理すること。

・公務員として自覚ある行動をとること。

・県民、上司、同僚等の意見を理解し、自らの意見や考えを伝えること。

→ この役割を果たした結果（成果、実績）や、業務目標の達成度を評価する。

業務処理担当者として、業務の効率化、改善に向けて取り組む。

・主事・技師級の水準：

担当業務における工夫や、コスト及び業務効率の面で改善の結果を出すことが求められている。（これを達成した場合は「Ｂ」）

→ この役割を果たした結果（成果、実績）や、業務目標（業務改善に関する具体的な目標があった場合）の達成度を評価する。
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区分 項目 着眼点 キーワード 水準（求められる行動）

業務マネジメント
業務の目標を立て、計画を立てた上で、
進行管理するとともに、ＰＤＣＡサイクルを
実践し、改善・見直しに取り組んでいる。

○目標の設定
○年間・複数年の計画策定
○計画的な業務遂行・業務の進行管理
○仕事の重点・優先順位付け
○業務の振返り・点検・改善、見直し
○リスクの把握・対応（土木職、電気・機械技師、農林土木職、
建築技師のみ）

・業務の目標を設定できている。
・担当業務の優先順位が付けられている。
・課題等を踏まえた年間・複数年の計画を策定できている。
・計画的に業務を処理し、進捗状況を管理できている。
・業務の実施状況を振り返り、点検し、改善・見直しに取り組んでいる。
・工事現場及び施設の管理、災害等のリスクを把握し、対応できている。（土木職、電気・機械技師、農林土木職のみ）
・工事現場、災害等のリスクを把握し、対応できている。（建築技師のみ）

企画立案・業務
の遂行

組織目標、上司の指示等を理解し、業務
遂行に必要な知識、技能、専門性を習
得・活用して、正確かつ迅速に業務処理
を行っている。

○課題・目的・目標・指示の理解
○論理的な考察
○基礎的な業務処理
○正確かつ迅速な業務遂行
○わかりやすい資料づくり
○適時・適切な報告・連絡・相談
○業務の知識・技能の習得・活用
○根拠法令等の理解、活用
○自己の能力・専門性の向上

・組織目標、自らの職務の意義・背景、上司の指示などを正しく理解することができている。
・論理的に物事を分析・検討できている。
・公文書の起案・施行・引継ぎ、ノーツなど基幹システムの使用、上司等への起案の説明など、基礎的な業務処理ができている。
・ミス、漏れ等が少なく、正確で迅速な業務遂行ができている。
・資料を読む者の視点に立って、自分の考え、検討結果等をわかりやすく資料にまとめることができている。
・上司への適時・適切な報告・連絡・相談を行いながら業務を処理できている。
・業務に必要な知識・技能を習得し、実務処理に活用できている。
・業務の根拠となる法令、条例、要綱等を理解し、問い合わせ等に対応できている。
・自己の知識・技能の専門性を高め、高度化、複雑化に対応できている。（農業職・畜産職＝普及指導員資格相当／電気・機械技師＝技術基礎研修
等、第３種電気主任技術者、第２種電気工事士、２級施工管理技師相当／林業職＝林業普及指導員、森林部門技術士、森林施業プランナー等相
当、建築技師＝建築士（１級、２級）、CASBEE評価員相当）
・一般的な工種・工法等の積算、監督等について必要な知識・技能を習得し、現場状況を的確に把握できている。（土木職・農林土木職のみ）
・森林組合、林業事業体等とのコミュニケーションの中から課題を理解することができている。（林業職のみ）
・共通の業務を行う他所属の職員や上司とのコミュニケーションの中から課題を理解することができている。（衛生獣医職のみ）
・世界的、全国的な状況を踏まえ、本県の状況や課題を理解することができている。（総合化学・薬剤師・臨床検査技師のみ）

区分 項目 着眼点 キーワード 水準（基本的な役割）

業務の成果

職務遂行において実際にあげた成果
　（実績）

※量的、質的な側面を的確に評価するこ
と　（困難度、重要度、進捗を踏まえて評
価）

○役割の達成
○業務キャリア開発シート等の業務目標の達成
○達成（処理）した業務の量
○期限内の処理
○達成（処理）した業務の質
　　（内容、方向性）

創意工夫・業務
改善の成果

職務遂行において創意工夫・業務改善を
実現することによりあげた成果（コスト縮
減や業務の効率化につなげた実績）

※成果を評価すること（取組姿勢は、行
動評価の「業務マネジメント」で評価）

○創意工夫・業務改善の実現

○ポイントを押さえた説明
○後輩への助言
○所属内での連携・協力
○適宜・適切な他の職員への協力依頼
○コミュニケーション
○チームワーク
○外部への情報・施策の発信（総合化学・薬剤師・臨床検査技
師のみ）

・課題、対応案など、ポイントを押さえて説明できている。
・後輩職員へ助言しながら効果的に仕事を進めている。
・所属の一員として自ら進んで他の職員と連携・協力ができている。
・一人で業務を抱え込まずに必要に応じて他の職員に助言や協力を依頼できている。
・担当業務の成果を各分野の学会で発表できている。（総合化学・薬剤師・臨床検査技師のみ）

実
績
評
価

【資料５】職位ごとの評価基準

行
動
評
価

基本的な姿勢

県民視点に立ち高い使命感と責任感を
持って自らの役割を果たすとともに、公務
員としての自覚を持った態度・行動をと
り、服務規律・法令等を遵守している。

○県民視点
○公務員としての自覚
○礼節のある態度・行動
○責任転嫁・回避のない行動
○率先行動・前向きな取組
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂行
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護等の意識
○社会貢献活動への積極的取組

・県民視点に立ち、高い使命感と責任感を持った行動がとれている。
・公務員としての自覚を持ち、礼節ある態度・行動がとれている。
・担当者として責任転嫁をせず、業務を投げ出さずに対処できている。
・物事に進んで取り組み、意欲、熱意を持って前向きに取り組んでいる。
・組織的判断・決定に従い誠実で公正・公平に職務を遂行できている。
・公務外・勤務時間外においても法令・服務規律を遵守している。
・ハラスメント防止、個人情報保護等を意識している。
・地域貢献活動やNPO活動などの社会貢献活動へ積極的に参加している。

対話・調整・協調

課題、対応案など要点を押さえて説明す
るとともに、所属内でもその一員として所
属の目標達成、良好な職場環境・人間関
係構築のために協力・貢献している。

（６）一般職員＜基礎能力定着期＞

基礎能力定着期の業務処理担当者として、業務の課題を把握し改善の視点も入れながら業務を処理できる。

・基礎的職務遂行能力を定着させ、業務の課題を把握した上で、長期的な計画を立て業務を処理すること。

・工夫、改善しながら業務を遂行し、わかりやすい資料作成、説明すること。

→ この役割を果たした結果（成果、実績）や、業務目標の達成度を評価する。

業務処理担当者として、業務の効率化、改善に向けて取り組む。

・主事・技師級の水準：

担当業務における工夫や、コスト及び業務効率の面で改善の結果を出すことが求められている。（これを達成した場合は「Ｂ」）

→ この役割を果たした結果（成果、実績）や、業務目標（業務改善に関する具体的な目標があった場合）の達成度を評価する。
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区分 項目 着眼点 キーワード 水準（求められる行動）

業務マネジメント
業務の目標を立て、計画を立てた上で、
進行管理するとともに、ＰＤＣＡサイクル
を実践し、改善・見直しにつなげている。

○目標の設定
○年間・複数年の計画策定
○計画的な業務遂行・業務の進行管理
○仕事の重点・優先順位付け
○業務の振返り・点検・改善、見直し
○リスクの把握・対応（土木職、電気・機械技師、農林土木職、
建築技師のみ）

・業務の目標を設定できている。
・担当業務の優先順位が付けられている。
・課題等を踏まえた年間・複数年の計画を策定できている。
・計画的に業務を処理し、業務の進捗状況を管理できている。
・業務の実施状況を振り返り、点検し、改善・見直しに取り組んでいる。
・工事現場及び施設の管理、災害等のリスクを把握し、対応できている。（土木職、電気・機械技師、農林土木職のみ）
・工事現場、災害等のリスクを把握し、対応できている。（建築技師のみ）

企画立案・業務
の遂行

組織目標、上司の指示等を理解し、新規
施策や制度見直しを提案するとともに、
業務遂行に必要な知識、技能、専門性を
習得・活用して、正確かつ迅速に業務処
理を行っている。

○課題・目的・目標・指示の理解
○論理的な考察
○新規施策、制度見直し提案
○基礎的な業務処理
○正確かつ迅速な業務遂行
○わかりやすい資料づくり
○適時・適切な報告・連絡・相談
○業務の知識・技能の習得・活用
○根拠法令等の理解、活用
○自己の能力・専門性の向上
○共同研究の実践（衛生獣医職、総合化学・薬剤師・臨床検
査技師のみ）
○ 栽培技術審査・ 農業者指導（農業職・畜産職・文化財主事・
農業土木職・農林獣医職・林業職・水産職・衛生獣医職のみ）

・組織目標、自らの職務の意義・背景、上司の指示などを正しく理解することができている。
・論理的に物事を分析・検討できている。
・新規施策や制度見直しを提案している。
・公文書の起案・施行・引継ぎ、ノーツなど基幹システムの使用、上司等への起案の説明など、基礎的な業務処理ができている。
・ミス、漏れ等が少なく、正確で迅速な業務遂行ができている。
・資料を読む者の視点に立って、自分の考え、検討結果等をわかりやすく資料にまとめることができている。
・上司への適時・適切な報告・連絡・相談を行いながら業務を処理できている。
・業務に必要な知識・技能を習得し、実務処理に活用できている。
・業務の根拠となる法令、条例、要綱等を理解し、問い合わせ等に対応できている。
・自己の知識・技能の専門性を高め、高度化、複雑化に対応できている。（土木職＝２級土木施工管理技士、技術士補相当／電気・機械技師＝技
術基礎研修等、第３種電気主任技術者、第２種電気工事士、２級施工管理技師相当／林業職＝林業普及指導員、森林部門技術士、森林施業プ
ランナー等相当／建築技師＝建築基準適合判定資格者、特定建築基準適合判定資格者相当）
・栽培技術に関する審査や農業経営者の育成を実施できている。（農業職・畜産職のみ）
・課題解決に向けた技術開発や改善を組み立て、普及活動を実施できている。（農業職・畜産職・林業職・水産職のみ）
・高度な工種・工法等の積算、監督等について必要な知識・技能を習得し、現場実務を処理できている。（土木職・農林土木職のみ）
・補助事業計画等の審査や管理主体の指導・育成を実施できている。（文化財主事のみ）
・市町村、関係団体に対する事業計画等の審査や指導を実践できている。（農業土木職のみ）
・衛生管理に関する審査や農業経営者の育成を実施できている。（農業獣医職のみ）
・事業計画等に関する審査や林業事業体の育成を実施できている。（林業職のみ）
・事業計画等に関する審査や漁業経営者の育成を実施できている。（水産職のみ）
・事業計画、業務改善計画に関する審査を実施できている。（衛生獣医職のみ）
・大学等との連携による試験研究が実施できている。（衛生獣医職、総合化学・薬剤師・臨床検査技師のみ）

区分 項目 着眼点 キーワード 水準（基本的な役割）

業務の成果

職務遂行において実際にあげた成果
　（実績）

※量的、質的な側面を的確に評価するこ
と　（困難度、重要度、進捗を踏まえて評
価）

○役割の達成
○業務キャリア開発シート等の業務目標の達成
○達成（処理）した業務の量
○期限内の処理
○達成（処理）した業務の質
　　（内容、方向性）

創意工夫・業務
改善の成果

職務遂行において創意工夫・業務改善
を実現することによりあげた成果（コスト
縮減や業務の効率化につなげた実績）

※成果を評価すること（取組姿勢は、行
動評価の「業務マネジメント」で評価）

○創意工夫・業務改善の実現

実
績
評
価

【資料５】職位ごとの評価基準

対話・調整・協調

外部・他所属等の意見を傾聴し、自らの
業務や意見を説明し、説得を図るととも
に、所属内でもその一員として所属の目
標達成、良好な職場環境・人間関係構
築のために協力・貢献している。

○外部・他所属の意見等の傾聴
○説明・調整・説得
○要望、相談等への的確な対応
○ポイントを押さえた説明
○係長代行
○後輩指導・助言
○所属内での連携・協力
○適宜・適切な他の職員への協力依頼
○コミュニケーション
○チームワーク
○外部への情報・施策の発信（総合化学・薬剤師・臨床検査技
師のみ）

・外部・他所属の意見を聴き、自らの業務・意見も説明・調整し、説得している。
・必要に応じて係長のサポートや代行ができている。
・県民等からの要望、相談等に対して的確に対応できている。
・課題、対応案など、ポイントを押さえて説明できている。
・後輩職員を指導・助言しながら仕事を進め、組織に貢献している。
・所属の一員として自ら進んで他の職員と連携・協力ができている。
・一人で業務を抱え込まずに必要に応じて他の職員に助言や協力を依頼できている。
・担当業務の成果を各分野の学会で発表できている。（総合化学・薬剤師・臨床検査技師のみ）

行
動
評
価

基本的な姿勢

県民視点に立ち高い使命感と責任感を
持って自らの役割を果たすとともに、公
務員としての自覚を持った態度・行動を
とり、服務規律・法令等を遵守している。

○県民視点
○公務員としての自覚
○礼節のある態度・行動
○責任転嫁・回避のない行動
○率先行動・前向きな取組
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂行
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護等の意識
○社会貢献活動への積極的取組

・県民視点に立ち、高い使命感と責任感を持った行動がとれている。
・公務員としての自覚を持ち、礼節ある態度・行動がとれている。
・担当者として責任転嫁をせず、業務を投げ出さずに対処できている。
・物事に進んで取り組み、意欲、熱意を持って前向きに取り組んでいる。
・組織的判断・決定に従い誠実で公正・公平に職務を遂行できている。
・公務外・勤務時間外においても法令・服務規律を遵守している。
・ハラスメント防止、個人情報保護等を意識している。
・地域貢献活動やNPO活動などの社会貢献活動へ積極的に参加している。

（７）一般職員＜能力活用期＞

能力活用期の業務処理担当者として、職務能力を発揮し関係機関との調整など係長の代行もできる。

・困難な課題解決に向けて上司と相談しつつ解決策を提案するなど主体的に行動すること。

・係長の代行として、内外の関係機関に説明・調整などすること。

・人材育成を意識しながら後輩指導を行うこと。

→ この役割を果たした結果（成果、実績）や、業務目標の達成度を評価する。

業務処理担当者として、業務の効率化、改善に向けて取り組む。

・主事・技師級の水準：

担当業務における工夫や、コスト及び業務効率の面で改善の結果を出すことが求められている。（これを達成した場合は「Ｂ」）

→ この役割を果たした結果（成果、実績）や、業務目標（業務改善に関する具体的な目標があった場合）の達成度を評価する。
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区分 項目 着眼点 キーワード 水準（求められる行動）

業務マネジメント

業務の目標を立て、計画を立てた上
で、進行管理するとともに、ＰＤＣＡサイ
クルを実践し、改善・見直しに取り組ん
でいる。

○目標の設定
○計画的な業務遂行・業務の進行管理
○仕事の重点・優先順位付け
○業務の振返り・点検・改善、見直し

・業務の目標を設定できている。
・担当業務の優先順位が付けられている。
・計画に基づき、業務の進捗状況を管理できている。
・業務の実施状況を振り返り、点検し、改善・見直しに取り組んでいる。

企画立案・業務
の遂行

組織目標、上司の指示等を理解し、新
規施策や制度見直しを提案するととも
に、業務遂行に必要な知識、技能、専
門性を習得・活用して、正確かつ迅速
に業務処理を行っている。

○課題・目的・目標・指示の理解
○基礎的な業務処理
○正確かつ迅速な業務遂行
○適時・適切な報告・連絡・相談
○業務の知識・技能の習得・活用
○自己の能力・専門性の向上

・組織目標、自らの職務の意義・背景、上司の指示などを正しく理解することができている。
・公文書の起案・施行・引継ぎ、ノーツなど基幹システムの使用、上司等への起案の説明など、基礎的な業務処理ができている。
・ミス、漏れ等が少なく、正確で迅速な業務遂行ができている。
・上司への適時・適切な報告・連絡・相談を行いながら業務を処理できている。
・業務に必要な知識・技能を習得し、実務処理に活用できている。
・自己の知識・技能の専門性を高め、高度化、複雑化に対応できている。

区分 項目 着眼点 キーワード 水準（基本的な役割）

業務の成果

職務遂行において実際にあげた成果
　（実績）

※量的、質的な側面を的確に評価す
ること　（困難度、重要度、進捗を踏ま
えて評価）

○役割の達成
○業務キャリア開発シート等の業務目標の達成
○達成（処理）した業務の量
○期限内の処理
○達成（処理）した業務の質
　　（内容、方向性）

創意工夫・業務
改善の成果

職務遂行において創意工夫・業務改
善を実現することによりあげた成果（コ
スト縮減や業務の効率化につなげた
実績）

※成果を評価すること（取組姿勢は、
行動評価の「業務マネジメント」で評
価）

○創意工夫・業務改善の実現

○外部・他所属の意見等の傾聴
○説明・調整・説得
○要望、相談等への的確な対応
○後輩指導・助言
○所属内での連携・協力
○適宜・適切な他の職員への協力依頼
○コミュニケーション
○チームワーク

・外部・他所属の意見を聴き、自らの業務・意見も説明・調整し、説得している。
・必要に応じて上司や同僚のサポートや代行ができている。
・県民等からの要望、相談等に対して的確に対応できている。
・後輩職員を指導・助言しながら仕事を進め、組織に貢献している。
・所属の一員として自ら進んで他の職員と連携・協力ができている。
・一人で業務を抱え込まずに必要に応じて他の職員に助言や協力を依頼できている。

実
績
評
価

【資料５】職位ごとの評価基準

基本的な姿勢

県民視点に立ち高い使命感と責任感
を持って自らの役割を果たすとともに、
公務員としての自覚を持った態度・行
動をとり、服務規律・法令等を遵守して
いる。

○県民視点
○公務員としての自覚
○礼節のある態度・行動
○責任転嫁・回避のない行動
○率先行動・前向きな取組
○組織的判断・決定に従った公正・公平な職務遂行
○法令・服務規律の遵守
○ハラスメント防止、個人情報保護等の意識
○社会貢献活動への積極的取組

・県民視点に立ち、高い使命感と責任感を持った行動がとれている。
・公務員としての自覚を持ち、礼節ある態度・行動がとれている。
・担当者として責任転嫁をせず、業務を投げ出さずに対処できている。
・物事に進んで取り組み、意欲、熱意を持って前向きに取り組んでいる。
・組織的判断・決定に従い誠実で公正・公平に職務を遂行できている。
・公務外・勤務時間外においても法令・服務規律を遵守している。
・ハラスメント防止、個人情報保護等を意識している。
・地域貢献活動やNPO活動などの社会貢献活動へ積極的に参加している。

対話・調整・協調

外部・他所属等の意見を傾聴し、自ら
の業務や意見を説明し、説得を図ると
ともに、所属内でもその一員として所
属の目標達成、良好な職場環境・人間
関係構築のために協力・貢献してい
る。

行
動
評
価

※現業職長は、（４）係長級の評価基準による。（８）現業職

現業職の職員として、職務能力を発揮し関係機関との調整など職長の代行もできる。

・困難な課題解決に向けて上司と相談しつつ解決策を提案するなど主体的に行動すること。

・内外の関係機関に説明・調整などすること。

・人材育成を意識しながら後輩指導を行うこと。

→ この役割を果たした結果（成果、実績）や、業務目標の達成度を評価する。

現業職の職員として、 業務の効率化、改善に向けて取り組む。

・現業職の水準：

担当業務における工夫や、コスト及び業務効率の面で改善の結果を出すことが求められている。（これを達成した場合は「Ｂ」）

→ この役割を果たした結果（成果、実績）や、業務目標（業務改善に関する具体的な目標があった場合）の達成度を評価する。
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 資料６  

異動時仮評価について 

 

１ 異動時仮評価について 

   総括評価者又は被評価者が年度途中に異動した場合、異動前・前任の総括評価者が原則とし
て書面により異動先・後任の総括評価者に交付し、異動先・後任の総括評価者が評価を実施す
るに当たって参考にするもの 

 

２ 異動時仮評価の実施者 

   総括評価者が実施（評価者１・評価者２は実施しない） 

 

３ 異動時仮評価の入力内容 

  ・異動前の期間における各評価区分（行動評価、実績評価、マネジメント評価、仮評価期間中

の総合評価）の全体評価とその評価根拠を入力 

  ・その他必要な伝達事項 

 

４ 異動時仮評価の活用方法 

   異動先・後任の総括評価者が人事評価の参考として活用 

 

５ 異動時仮評価が必要な場合のパターンと異動時仮評価の提出先 

   以下の場合に別に定める様式により仮評価を実施 

 （１）総括評価者自身が異動する場合 

   ア 被評価者は異動しない場合 

     被評価者の仮評価を実施し、後任者へ提出 

   イ 被評価者も異動する場合 

     被評価者の仮評価を実施し、被評価者の異動先の総括評価者へ提出 

 （２）総括評価者自身は異動しないが、被評価者が異動する場合 

    異動する被評価者の仮評価を実施し、被評価者の異動先の総括評価者へ提出 

 

６ 仮評価の実施方法 

 （１）仮評価の内容 

   ア 各評価区分（行動評価、実績評価、マネジメント評価）の全体評価及びその評価根拠 

     ※仮評価の対象期間に顕著な成果（業務への悪影響等のマイナスの成果も含む。）やＢ

（標準）以外の評価を行う場合は、特にその内容や根拠を記載すること。 

     ※各評価区分の全体評価がすべてＢ（標準）の場合は、口頭による伝達も可能とする。 

       ただし、その場合においても、顕著な成果や評価の実施に当たって特に伝達が必要

と認められる事項については、正確に伝わるよう努めること。 

   イ その他必要な伝達事項 

     ※以下を例に伝達が必要と思われる事項を異動先又は後任の総括評価者に引き継ぐこ
と。 

       ・今後、指導を行う上において必要と思われる点 

          ・健康状態、家庭事情及び出勤状況等で留意すべき点 

            ・その他特記事項 

 （２）仮評価の実施期限 

     異動後２週間以内を期限としてできるだけ速やかに実施 
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７ 異動時期による異動時仮評価のパターンと活用方法 

 

 （１）４月２日～７月１日の間の異動 

                    4/2   ～     7/1 異動           9/30          1/31 

○異動前所属（前任者） 仮評価を実施  

 
○異動先所属（後任者） 

  参考として活用できる 
  上期評価 下期評価 

       
年間総括評価 

        ※異動先の所属（後任の総括評価者）は、異動前の所属（前任の総括評価者）が行った仮評価を 

上期評価の参考として活用できる。 

 

 

（２）７月２日～９月３０日の間の異動 

                    4/2          7/2  ～    9/30 異動                1/31 

○異動前所属（前任者）  仮評価を実施 
         
○異動先所属（後任者） （上期評価：監督期間が３か月未満のため、適正な

評価困難として「Ｂ」とみなして差し支えない） 
下期評価 

                       参考として活用できる 
年間総括評価 

     ※異動先の所属（後任の総括評価者）は、異動前の所属（前任の総括評価者）が行った仮評価を 

年間総括評価の参考として活用できる。 

 

 

 （３）１０月１日～１１月１日の間の異動 

                    4/2                10/1  ～  11/1 異動             1/31 

○異動前所属（前任者） 上期評価   仮評価を実施 
                                                        参考として活用できる 

〇異動先所属（後任者）    下期評価 
 

年間総括評価 
        ※異動先の所属（後任の総括評価者）は、異動前の所属（前任の総括評価者）が行った仮評価を 

下期評価の参考として活用できる。 

 

 

 （４）１１月２日～１月３１日の間の異動 

                    4/2                   10/1        11/2   ～     1/31 異動 

 ○異動前所属（前任者） 上期評価      仮評価を実施 
    
○異動先所属（後任者）  （下期評価：監督期間が３か月未満のため、適正な

評価困難として「Ｂ」とみなして差し支えない） 
   参考として活用できる  

年間総括評価 
     ※異動先の所属（後任の総括評価者）は、異動前の所属（前任の総括評価者）が行った仮評価を 

年間総括評価の参考として活用できる。 

※総括評価者のみ異動する場合、評価者１・２は下期評価・年間総括評価を通常どおり実施する。 

※被評価者が異動する場合、年間総括評価は、総括評価者のみ実施する。（評価者１・２は年間総括評価

も適正な評価困難として「Ｂ」とみなして差し支えない） 

 

 

 

 ※青色部分が仮評価の対象期間 

 ※黄色部分が仮評価を反映する評価区分 

 

 

 

  

 


